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シラバス・観点別評価規準 

教科 科目 学科 学年 単位数 使用教科書 使用副教材 

数学 数学Ｂ 普通科 2 2 NEXT 数学Ｂ(数研出版) なし 

 
１ 科目の目標と評価の観点 

目標 
数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察す

る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解するとともに，数学と社

会生活との関わりについて認識を深め，事象を数

学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。 

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に

表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に

着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本

調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，

日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決

したり，解決の過程や結果を振り返って考察した

りする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態

度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評価・改善したりしようとす

る態度や創造性の基礎を養う。 
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２ 学習計画と観点別評価規準 

 

第１章 数列 

学習内容 

（配当時間） 
月 学習のねらい 

観点別評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

第 
１ 
節 
 
等 
差 
数 
列 
と 
等 
比 
数 
列 

１．数列と一般項

（1） 
 

４ 数列やその一般項の表し方について

理解する。また，基本的な数列として，

等差数列と等比数列を，両者を比較し

ながら理解し，それらの和を，公式が

導出される過程を理解した上で求め

られるようにする。また，これらの数

列を様々な事象の考察に役立てよう

とする姿勢を養う。 

○数列の定義，表記について理解し，

用語や記号を正確に用いることが

できる。 
・p.8～9，練習 1 

◎数列の一般項の意味を理解し，一

般項から各項を求めることができ

る。また，ある規則で並んだ数列の

一般項を n の式で表すことができ

る。 
・例 1～2，練習 2～3 

○数列の一般項を表す式を，定義域

が自然数である n の関数と捉え，

新しい概念である数列を，既習の

関数と関連付けて考察できる。 
・例 1，練習 2 

○数の並び方に興味をもち，その規

則性を発見しようとする意欲があ

る。 
・p.8～9 

２．等差数列（2）  ◎等差数列の定義と公差について理

解し，等差数列の項を求めること

ができる。 
・例 3，練習 4～5 

○等差数列の一般項の求め方を理解

し，具体的に求めることができる。 
・例 4，練習 6 

◎条件から等差数列の一般項を決定

できる。 
・例題 1，練習 7 

○数列が等差数列であることを証明

できる。 
・例題 2，練習 8 

◎等差数列の隣り合う 2 項の関係か

ら具体的な項を求めることができ

る。 
・例 5，練習 9 
 

○数列が等差数列であることの証明

について，それが正しい理由を式

の特徴と関連付けて説明できる。 
・例題 2 

○数列の特徴を，隣り合う 2 項の関

係に着目して考察しようとする。 
・p.10 

○数列の一般項の式の形や係数の意

味に興味をもち，考察する。 
・例題 1，p.13 

３．等差数列の和

（2） 
５ ○等差数列の和の公式を導出する過

程を理解している。 
◎項の正負と数列の和の増減の関係

から，等差数列の和の最大，最小に

○ガウスの逸話も含め，等差数列の

和を求める過程に興味をもつ。 
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・p.14～15 
◎公式を用いて等差数列の和を求め

ることができる。 
・例 6，例題 3，練習 10～11，13 

ついて考察することができる。 
・応用例題 1，練習 15 

○数列の和の増減を，関数の増減と

捉えて考察し，項の正負を用いた

考察との違いや関連を説明するこ

とができる。 
・練習 14 

・p.14～15 
○等差数列の和の公式を用いて，奇

数の和について成り立つ等式を証

明しようとする。 
・練習 12 

４．等比数列（2）  ◎等比数列の定義と公比について理

解し，等比数列の項を求めること

ができる。 
・例 7，練習 16～17 

○等比数列の一般項の求め方を理解

し，具体的に求めることができる。 
・例 8，練習 18 

◎条件から等比数列の一般項を決定

できる。 
・例題 4，練習 19 

◎等比数列の隣り合う 2 項の関係か

ら具体的な項を求めることができ

る。 
・例 9，練習 20 

 ○数列の特徴を，隣り合う 2 項の関

係に着目して考察しようとする。

また，等比数列を，等差数列と比較

しながら考察しようとする。 
・小項目 A～C 

５．等比数列の和

（2） 
 ○等比数列の和の公式を導出する過

程を理解している。 
・p.21 

◎公式を用いて等比数列の和を求め

ることができる。 
・例 10，練習 21 

○等比数列の和の条件から初項や公

比を求めることができる。またそ

の際，式の特徴を活かして適切に

変形したり，式の意味を読み取っ

たり表現したりできる。 
・応用例題 2，練習 22 

○複利計算について興味をもち，積

み立て額や利率を変えたときに，

元利合計がどのように変わるの

か，その特徴を主体的に調べよう

とする。 
・p.23 研究 

問題（1） ６    
第 
２ 
節 
 
い 
ろ 
い 
ろ 
な 

６．和の記号Σ（3）  和の記号Σの表し方や性質を理解し，

活用できるようにする。また，いろい

ろな数列について，その一般項や和を

求めたり，和から一般項を求めたりで

きるようにする。 

◎和の記号Σの意味を理解し，Σを

用いて表された和を，項を書き並

べて表すことができる。また，項を

書き並べて表された和を，Σを用

いて表すことができる。 
・例 11～12，練習 23～25 
 

◎自然数の累乗の和を求めることが

できる。 

○1 つの和を，Σを用いて様々な方法

で表現することができる。 
・例 12，練習 25 

○和Σrk について，既に学んだ等比

数列の和と捉えて求めることがで

きる。 
・例 13，練習 26 

◎数列の第 k 項を k の式で表すこと

で，Σを用いて数列の和を求める

○自然数の和の公式を用いて自然数

の 2 乗の和の公式が導けることに

興味をもち，自然数の 3 乗の和の

公式を導こうとする。また，さらに

高い次数の累乗の和の公式につい

ても考察しようとする。 
・p.26～27，練習 27 
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数 
列 

・例 14，練習 28 
○Σについて成り立つ性質を理解

し，それを用いて和を求めること

ができる。 
・例 15，練習 29 
 

ことができる。 
・練習 30～31 

７．階差数列（2）  ○階差数列からもとの数列の具体的

な項を求めることができる。 
・例 16，練習 32 

◎階差数列から数列の一般項が求め

られる仕組みを理解し，具体的に

一般項を求めることができる。 
・例題 5，練習 33 

◎数列の和と一般項の関係を理解

し，和から一般項を求めることが

できる。 
・例題 6，練習 34 
 

○数列の和と一般項の関係を，数列

と階差数列の関係と対応させて捉

えることができる。 
・p.31～32 

○階差数列から一般項を求めるとき

や，数列の和から一般項を求める

ときに，n＝1 を別に考える必要が

ある理由について，数値を変えた

りして考察し，説明できる。 
・例題 5，例題 6 

○数列の規則性を，隣り合う 2 項の

差を用いて発見しようとする。 
・p.30 

８．いろいろな数列

の和（2） 
７  ◎f(k＋1)－f(k)を用いて数列の和が

求められる仕組みを理解し，具体

的な和を求める問題に活用するこ

とができる。 
・応用例題 3【？】，練習 35 

◎等差数列と等比数列の積で表され

る数列の和について，等比数列の

和の公式を導いた方法を応用して

考察することができる。 
・応用例題 4，練習 36 

◎群数列について理解し，1 つの群に

入る数列の和を求めることができ

る。 
・応用例題 5，練習 37 
 

 

○群数列に興味をもち，一般項や和

について考察しようとする。 
・応用例題 5，練習 37 

問題（1）     
第 
３ 

９．漸化式（3） ９ 数列の帰納的な定義について理解し，

漸化式から一般項が求められるよう

○初項と漸化式から数列のすべての

項が定まることを理解している。 
○複雑な漸化式を，おき換えなどを

用いて既知の漸化式に帰着して考

○一般項による方法以外にも数列の

項を定める方法があることに興味
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節 
 
漸 
化 
式 
と 
数 
学 
的 
帰 
納 
法 

にするとともに，複雑な漸化式を既知

のものに帰着して考えられるように

する。また，数学的帰納法の仕組みを

理解し，様々な命題の証明に活用でき

るようにする。 

・p.37 
◎漸化式の意味を理解し，数列の具

体的な項を求めることができる。 
・例 17，練習 38 

○基本的な漸化式からどのような数

列であるか読み取り，一般項を求

めることができる。 
・例 18，練習 39～40 

◎漸化式an＋1＝pan＋qから一般項を

求めることができる。 
・例題 7，練習 41 

えることができる。 
・p.39～40，例題 7，練習 41 

○具体的な事象について，an と an＋1

の間に成り立つ漸化式を求めて考

察することができる。 
・p.44 研究 

をもち，それらの共通点や相違点

などを考察しようとする。 
・p.37 

○an＋1＝pan＋q を満たす数列につい

て，おき換え以外に階差数列を用

いる方法でも一般項を求めようと

し，それらの関係や一般的な性質

を考察しようとする。 
・p.41 研究 

○具体的な事象の考察に，漸化式を

積極的に活用しようとする。 
・p.44 研究 

１０．数学的帰納法

（4） 
 ◎すべての自然数について命題が成

り立つことが，数学的帰納法を用

いて証明できる仕組みを理解して

いる。 
・小項目 A 

◎数学的帰納法を用いて等式の証明

ができる。 
・例題 8，練習 42 

◎数学的帰納法を用いて不等式の証

明ができる。 
・応用例題 6，練習 43 

◎数学的帰納法を用いて整数の性質

の証明ができる。 
・応用例題 7，練習 45 

○n≧kで成り立つ命題の証明につい

て，数学的帰納法の仕組みからそ

の方法を考察することができる。 
・応用例題 6，練習 43 

○数学的帰納法で証明した命題につ

いて，別の方法で証明してそれら

を比較するなど，多面的に考察す

ることができる。 
・練習 44 

○様々な命題の証明に数学的帰納法

を活用しようとする態度がある。 
・p.47～49 

問題（1） 10     
 章末問題（3）      

 
 
 
 
 
第２章 統計的な推測 

学習内容 月 学習のねらい 観点別評価規準例 
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（配当時間） 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

第 
１ 
節 
 
確 
率 
分 
布 

１．確率変数と確率

分布（1） 
 

 確率変数と確率分布について理解し，

期待値や分散，標準偏差などを求める

ことを通じて，分布の特徴を把握でき

るようにする。また，連続型確率変数

についても理解し，正規分布を様々な

日常の事象の考察に活用できるよう

にする。 

○確率変数や確率分布について，用

語の意味を理解している。 
・p.56～57 

◎簡単な試行について，確率変数の

確率分布を求めることができる。 
・例 1，練習 1～2 
 

  

２．確率変数の期待

値と分散（4） 
 ◎確率変数の期待値を求めることが

できる。 
・例 2～3，練習 3 

◎確率変数 X について，aX＋b も確

率変数であることを理解し，その

期待値を公式を用いて求めること

ができる。 
・例 4，練習 5 

○確率変数 X について，X2 も確率変

数であることを理解し，その期待

値を求めることができる。 
・例 5，練習 6 

◎確率変数の分散，標準偏差を，定義

から求めることができる。また，分

散と期待値の公式を用いて求める

ことができる。 
・例 6～7，練習 7～8 

◎確率変数 aX＋b の分散，標準偏差

を，公式を用いて求めることがで

きる。 
・例 8，練習 9 
 

○確率変数の分散，標準偏差の意味

を理解し，分布の特徴について判

断することができる。 
・p.61～62，練習 7 

○確率変数の期待値，分散に関する

種々の公式を，その定義や既知の

公式を用いて導こうとする。 
・p.60，63～64 

○確率変数 aX＋b の期待値につい

て，公式を用いる方法と用いない

方法を比較して検討しようとす

る。 
・練習 4 

３．確率変数の和と

積（4） 
11 ◎同時分布の意味を理解し，2 つの確

率変数の同時分布を求めることが

できる。 
・p.66，例 9，練習 11 

○確率変数の和の期待値を，公式を

用いて求めることができる。 

◎具体的な事象から確率変数を求

め，その期待値について考察する

ことができる。 
・応用例題 1，練習 14 

○2 つの確率変数の確率分布が等し

いことに興味をもち，その意味を

解釈しようとする。 
・練習 10 

○2 つの確率変数の和や積の期待値，

分散に関する種々の公式を，確率
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・例 10，練習 12～13 
○2 つの確率変数が独立であること

について，その意味を正確な定義

とともに理解している。 
・例 11 

◎独立な 2 つの確率変数の積の期待

値を，公式を用いて求めることが

できる。 
・例 12，練習 15 

◎独立な 2 つの確率変数の和の分散

を，公式を用いて求めることがで

きる。 
・例 13，練習 16 

◎3 つ以上の独立な確率変数の和や

積の期待値，分散を，公式を用いて

求めることができる。 
・練習 17 

変数が独立であるかどうかに注意

しながら導こうとする。 
・p.67，70～71 

４．二項分布（2）  ◎反復試行の結果を二項分布と捉

え，記号で表すことができる。 
・例 14，練習 18 

◎二項分布に従う確率変数の期待

値，分散，標準偏差を求めることが

できる。 
・例 15，練習 19～20 

○具体的な事象を二項分布として捉

え，考察することができる。 
・練習 20 

 

５．正規分布（5） 12 ◎確率密度関数や分布曲線の定義を

理解し，連続型確率変数について，

確率を求めることができる。 
・例 16，練習 21 

○正規分布曲線の特徴を理解してい

る。 
・p.79 

○一般の正規分布に従う確率変数を

標準正規分布に従う確率変数に変

換することができる。 
・例 17，練習 23 

○標準正規分布に従う確率変数につ

いて，正規分布表を用いて確率を

○標準正規分布の期待値，分散につ

いて，既知の公式を用いて証明す

ることができる。 
・練習 22 

○標準正規分布に従う確率変数の確

率について，分布曲線の特徴に関

連付けて説明できる。 
・練習 24 
 
 
 

○正規分布に従う確率変数の確率に

ついての等式を，言葉で正確に表

○連続型確率変数について，離散型

確率変数との違いに注目して捉え

ようとする。 
・p.76～77 

○現実のデータが正規分布に近い分

布になることがあることに興味を

もち，様々なデータについて考察

しようとする。 
・応用例題 2，練習 27 
 
 

○二項分布について，試行の回数nを

大きくしたときの分布曲線の変化
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求めることができる。 
・例 18，練習 25 

◎一般の正規分布に従う確率変数に

ついて，正規分布表を用いて確率

を求めることができる。 
・例題 1，練習 26 

◎二項分布を正規分布で近似して，

確率を求めることができる。 
・例題 2，練習 28 

○一般の連続型確率分布に従う確率

変数について，定積分を用いて期

待値と分散を求めることができ

る。 
・p.86 研究 

現することができる。 
・p.82 Expression 

◎正規分布を活用して現実のデータ

について考察することができる。 
・応用例題 2，練習 27 

をコンピュータで見るなどして，

正規分布に近づいていく様子を自

ら確かめようとする。 
・p.84 

問題（1）     
第 
２ 
節 
 
統 
計 
的 
な 
推 
測 

６．母集団と標本

（2） 
１ 母集団と標本，標本調査について理解

し，特に標本平均については，それが

確率変数であることを正しく理解し

た上で考察できるようにする。また，

母平均や母比率の推定，正規分布を用

いた仮説検定ができるようにし，それ

らを日常の事象の考察や様々な判断

に積極的に活用しようとする態度を

育てる。 

◎全数調査と標本調査について理解

している。 
・小項目 A 

◎無作為標本の抽出ができる。 
・練習 29 

◎母集団分布について理解し，母平

均や母標準偏差を求めることがで

きる。 
・例 19，練習 31 

○適切な無作為抽出の方法について

理解し，不適切な抽出方法につい

て，その理由を説明できる。 
・練習 30 

◎現実に行われている様々な調査が

全数調査か標本調査か，またその

方法を採用しているのはなぜかに

興味をもち，それぞれの調査の特

徴を調べたり考えたりしようとす

る。 
・小項目 A 

７．標本平均の分布

（3） 
 ○標本平均が確率変数であることを

理解している。 
・p.92 

◎標本平均の期待値と標準偏差を求

めることができる。 
・例 20，練習 33 

◎標本平均の分布を正規分布で近似

して確率を求めることができる。 
・応用例題 3，練習 34 
 
 

◎標本比率が二項分布に従う仕組み

を理解し，正規分布で近似するこ

○標本の大きさnを大きくしたとき，

標本平均がどのような分布になる

か，直感的に理解した上で，標準偏

差の式と関連付けて説明すること

ができる。 
・練習 32，応用例題 3 

◎大数の法則について理解し，標本

の大きさ n が大きくなるときの標

本平均の分布の変化の様子につい

て説明できる。 
・練習 36 

○大数の法則に興味をもち，標本の

大きさ n が大きくなるときの分布

曲線の変化を，コンピュータなど

を用いて積極的に調べようとす

る。 
・小項目 D 
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とで標本比率についての確率を求

めることができる。 
・練習 35 

８．推定（3） ２ ○信頼区間の意味を正確に理解して

いる。 
・p.98～100 

◎母平均に対する信頼区間を求める

ことができる。 
・例題 3，練習 37 

◎母比率に対する信頼区間を求める

ことができる。 
・例題 4，練習 39 

○信頼度 95％の信頼区間の求め方や

その意味をもとに，信頼度 99％の

信頼区間を求めることができる。

また，その意味について信頼区間

の幅をもとに説明することができ

る。 
・練習 38 

○母平均や母比率の推定について，

信頼区間の幅と標本の大きさや信

頼度との関係を考察し，それをも

とに実際に適切な推定を行おうと

する。 
・例題 3，例題 4， 

練習 38 

９．仮説検定（2）  ◎仮説検定の意味を理解し，正規分

布を用いた仮説検定ができる。 
・p.103～105，練習 40 

◎棄却域を求める方法で仮説検定が

できる。 
・例 21，練習 41 

◎片側検定と両側検定の違いを理解

し，どちらの検定をするか正しく

判断できる。 
・例題 5，練習 42 

○仮説検定によって様々な判断がで

きることに興味をもち，現実の問

題の解決に役立てようとする。 
・小項目 A～B 

問題（1） ３    
 章末問題（3）      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３章 数学と社会生活 

学習内容 月 学習のねらい 観点別評価規準例 
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（配当時間） 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

１．数学を活用した問題

解決（10） 
 

 社会生活などにおける問題を，数学を

活用して解決する意義について理解

するとともに，日常の事象や社会の事

象などを数学化し，数理的に問題を解

決する方法を知り，積極的に数学を活

用する姿勢を培う。 

○日常生活における問題や社会問題

を数学的に考察するためには，問

題を単純にするような仮定が必要

であることを理解している。 
 ・p.116～118，練習 1 
○数学的に問題を解決するのに必要

な数値や関数は，調査結果を用い

て妥当な値を仮定できることを理

解している。 
・小項目 B，D 

○与えられた情報を正しく読み取

り，限定的な状況で費用の比較が

できる。 
・練習 5 
 

◎問題解決の過程や結果の妥当性に

ついて批判的に考察し，別の仮定

を立てて考察することができる。 
・p.118～119，練習 2 

◎問題の解決に関数を活用すること

ができる。 
・練習 3～4 

◎問題を解決するのに，グラフを活

用することができる。 
・小項目 C，練習 6～7 

◎1 日ごとに変化する量について，漸

化式を活用して考察できる。 
・小項目 D，練習 8～11 

○社会生活における問題について，

学んだ方法を積極的に活用し，主

体的かつ対話的に問題を解決しよ

うとする。 
・小項目 A～D 

２．社会の中にある数学

（6） 
 ◎選挙における議席の割り振り方を

理解し，与えられた手順通りに割

り振ることができる。 
・練習 12～15 

◎トリム平均を用いた採点方法を理

解し，トリム平均を計算して採点

結果を出すことができる。 
・練習 17，19 

○偏差値を用いると，異なるデータ

間で値を比較できることを理解し

ている。 
・小項目 C 

◎定義から偏差値を求めることがで

きる。また，偏差値を用いて値の比

較ができる。 
・例 1，練習 21 
 
 

○議席の割り振り方について，議席

総数を変更したときの変化に注目

し，その特徴を考察できる。 
・練習 13 

○トリム平均の特徴から，スポーツ

の採点競技にトリム平均を用いる

理由を考察できる。 
・練習 18 

○変量 x と変量 y＝ax+b の平均値，

分散，標準偏差の関係を証明でき

る。 
・練習 20 

○議席を割り振る方法に興味をも

ち，その方法を調べたりそれぞれ

の特徴を比較したりしようとす

る。 
・練習 16 

○社会生活で用いられている数学に

興味をもち，自らそれを探したり

考察したりしようとする姿勢があ

る。 
・小項目 A～C 

３．時系列データと移動

平均（5） 
 ○移動平均を用いると長期的な変化

の傾向が調べやすくなることを理

○周期的に増減するデータでは，移

動平均をとる期間をその周期に一

○時系列データを分析するのに，移

動平均を，その正しい理解のもと
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解している。 
 ・p.136～138 
◎移動平均を求めて折れ線グラフに

表すことができる。 
 ・練習 22 

致させるとよいことを，その理由

とともに理解している。 
 ・p.139 
◎もとのデータのグラフと移動平均

のグラフの関係を理解し，正しく

判断ができる。 
・小項目 B，練習 23 

に積極的に活用しようとする。 
・小項目 A～B 

４．回帰分析によるデー

タの分析（9） 
 ○散布図について理解し，傾向を読

み取ることができる。 
 ・練習 24 
◎回帰直線の方程式を求め，それを

用いて，観測していないデータを

予測することができる。 
 ・練習 25～26 
○現象やデータによって，回帰分析

に 2 次関数など回帰直線以外を用

いた方がよりよい予測ができる場

合があることを理解している。 
・小項目 B 

○対数目盛の定義と，どのようなと

きに使うとよいかについて理解し

ている。 
・p.148～149 

○対数目盛に散布図をかける。 
・練習 29 

○散布図に表したデータを関数とみ

なして処理できることを，回帰直

線の意味とともに理解している。 
・小項目 A 

○最小 2 乗法を用いて，回帰直線の

方程式を導くことができる。 
・p.145 研究 

◎2 次関数など回帰直線以外を用い

たデータの予測ができる。また，そ

れらの結果から現象の特徴を説明

できる。 
・練習 27 

◎対数目盛において直線上に並ぶ点

やその傾きの意味について理解

し，事象の特徴を考察できる。 
・練習 28，30 

○回帰分析を活用して，積極的にデ

ータを分析したり予測したりしよ

うとする。 
・小項目 A～B 

○桁数が大きく異なるデータの分析

に，対数目盛を活用しようとする。 
・小項目 C 

 


